
小樽市子ども・子育て支援事業計画における地域子ども・子育て支援事業の進捗状況【平成31年度】

事業費（円）
平成27年度

決算
平成28年度

決算
平成29年度

決算
平成30年度

決算
平成31年度

予算
平成31年度

決算

411,307 167,410 316,000 258,337

国庫支出金 116,000 55,000 84,000 74,000

道支出金 116,000 55,000 84,000 74,000

その他

179,307 57,410 148,000 110,337

単位
平成27年度

実績
平成28年度

実績
平成29年度

実績
平成30年度

実績
平成31年度

実績

人 3 7 6

単位
平成27年度

実績
平成28年度

実績
平成29年度

実績
平成30年度

実績
平成31年度

実績

人 3 7 6

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

20 20 20 30 30

★事業計画策定済み★ 事業化について調査・
研究する

必要な場合は、実施体
制の確保を検討する

事業開始　委託施設：
児童養護施設1施設

委託施設：
児童養護施設２施設

委託施設：
児童養護施設２施設

3 7 6

A Ａ Ａ

A Ａ A

◆平成31年度の事業評価（達成度の評価・成果・課題等）

◆令和２年度の目標（上記の事業評価を踏まえた、対処方法など）

確保方策

実績

　本事業は平成29年度から事業開始しましたが、市内には児童養護施設がないため、市外の児童養護施設に委託しています。
　今後においては多様なニーズに対応し、より利用しやすい事業になるよう、委託施設の増加について検討します。

【事業評価】
　Ａ：事業目標を達成し、結果が得られた。今後この水準を維持する。　　　 　Ｂ：事業目標をある程度達成したが、今後の改善・検討を要する。
　Ｃ：事業目標を達成したとは言えず、現状について大きな課題がある。

事業実施者による事業評価

成果指標（B)
（目的の達成度を
測定できる指標を
設定し数値で表示）

【特記事項】

６　子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）

事業概要 　保護者の疾病等の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童について、児童養護施設等に入所さ
せ、必要な保護を行う事業（短期入所生活援助事業（ショートステイ事業）及び夜間養護等事業（トワイライトステイ事業））

事業目的
（目指すべき目標）

　家庭で児童を養育することが一時的に困難となった場合に、児童養護施設その他の保護を適切に行うことができる施設において
一定期間、養育・保護を行うことにより、児童や家庭の福祉の向上を図る。

活動指標（A)
（目的を達成するた
めに実施した事業
量を数値で表示）

実利用人数

【特記事項】

実施内容
（具体的な実施方
法・手段）

　児童養護施設等との委託契約により事業を実施する。

事業費

特
定
財
源

一般財源

指標名

指標名

実利用人数

年：実利用人数
需要量（指標）

（A)(B)を考慮した需要量
（指標）の設定及び確保
方策、実績を数値で表示

需要量の見込み（人）

小樽市子ども・子育て会議における事業評価

＜確保方策＞
事業計画から抜粋

①平成３１年度の確保方策は、委託施設の児童養護施設２施設と設定。平成３１年度は、新たに蘭越町の児童養護施設とも業務委託契約を締結し、養
育・保護を行う施設を３施設確保した。なお、いずれの施設もショートステイ事業のみ実施し、トワイライトステイ事業は実施していない。
②上記活動を通じ、平成３１年度の実利用人数は６人。前年度より１人減。市内には児童養護施設がなく、児童送迎の利便性が悪いことや登園・登校が
困難なことが課題であるが、希望する６人全員に対し、適切な保護を実施しており、事業目標は達成し結果が得られたものと判断。事業評価は「Ａ」とし
た。

　昨年度と同様、３か所の児童養護施設と業務委託契約を締結し、受入体制を確保していく。市内に業務委託契約が可能な施設等ができた場合は早急
に業務委託契約を締結する。
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